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Reports                          
the Field

は
じ
め
に

　

篠
山
市
は
、
兵
庫
県
の
中
東
部
に
位
置
し
、
京
都
府
境
に
接
す
る
。

古
く
か
ら
山
陰
道
の
要
衝
に
あ
っ
た
篠
山
は
、幾
多
の
歴
史
に
彩
ら
れ
、

ま
た
、
地
理
的
に
京
都
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
様
々
な
文
化
・
伝
統

が
息
づ
き
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
徳
川
家

康
の
命
に
よ
り
篠
山
城
が
築
城
さ
れ
、
五
万
石
の
城
下
町
と
し
て
丹
波

地
方
の
政
治
経
済
文
化
の
拠
点
と
な
り
栄
え
て
き
た
。
標
高
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
篠
山
盆
地
を
有
す
る
典
型
的
な
内
陸
盆
地
に
あ
り
、
気
候

は
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
特
有
の
気
候
を
成
し
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
濃
霧
の
発
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
の
産
業
は
伝
統
的
に
水

稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
が
中
心
で
あ
る
が
、
全
国
的
な
知
名
度
を
得

て
い
る
「
丹
波
篠
山
黒
豆
」、「
丹
波
篠
山
黒
枝
豆
」、「
丹
波
篠
山
山
の

芋
」、「
丹
波
茶
」、「
丹
波
栗
」、「
丹
波
松
茸
」、「
丹
波
篠
山
牛
」、「
猪

肉
（
ぼ
た
ん
鍋
）」、「
丹
波
木
綿
」、「
丹
波
焼
」
な
ど
と
い
っ
た
〝
丹

波
篠
山
〟
ブ
ラ
ン
ド
を
象
徴
す
る
特
産
品
が
多
く
あ
る
。

　

平
成
一
一
年
度
多
紀
郡
四
町
合
併
に
よ
り
篠
山
市
は
誕
生
し
た
。
そ

の
四
年
後
の
平
成
一
五
年
度
に
丹
波
篠
山
へ
の
観
光
入
口
で
あ
る
丹

南
篠
山
口
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
、
高
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
時
計
塔
を
擁
す
る
赤
煉
瓦
造
り
の
「
篠
山
市
立
中
央
図
書
館
」（
篠

山
市
西
吹
）
が
新
設
開
館
さ
れ
た
。
同
時
に
、
本
庁
近
く
の
篠
山
市
民

セ
ン
タ
ー
内
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
（
篠
山
市
黒
岡
）
が
開
設
さ
れ
、
こ
こ

に
七
〇
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
篠
山
市
立
本
郷
図
書
館
の
機
能
は

移
転
整
備
さ
れ
た
。
開
館
以
来
、
多
く
の
利
用
者
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
が
ら
図
書
館
運
営
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
経
済

情
勢
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
篠
山
市
に
お
い
て
も
非
常
に
厳
し
い
財

政
が
続
い
て
い
る
。
平
成
二
一
年
度
に
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー

篠
山
市
立
中
央
図
書
館
地
域
資
料
の
整
理
に
向
け
て

―
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
と
活
動
―

井
上
　
勝
盛
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ナ
ー
か
ら
基
本
的
に
図
書
館
職
員
は
撤
収
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

図
書
館
運
営
に
切
り
替
わ
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、
そ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
図
書
館
の
持
つ
新
し
い
可
能
性
も
議

論
追
求
さ
れ
は
じ
め
、
市
民
要
望
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

実
現
の
た
め
、
効
果
的
な
施
策
展
開
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
開
館
一
〇
周
年
を
迎
え
る
平
成
二
四
年
度
に
「
篠
山
市
立

図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
現
状
を
見
据
え
、
篠
山
市
の
図
書
館

が
目
指
す
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
各
事
業
施
策
を
定
め

た
。
こ
こ
に
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
神
戸
大
学
と
記
す
）
と
連
携
事
業
を
推
進
し
、
図
書
館
が
所
蔵

す
る
地
域
資
料
を
適
切
に
整
理
保
存
活
用
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

　

本
稿
で
は
、
神
戸
大
学
と
篠
山
市
立
中
央
図
書
館
の
連
携
が
始
ま
っ

た
平
成
二
三
年
度
か
ら
平
成
二
五
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
お
け
る
、
篠

山
市
立
中
央
図
書
館
地
域
資
料
の
整
理
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

一
　
未
整
理
地
域
資
料
の
問
題

　

現
在
、
図
書
館
に
は
約
一
八
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
古

文
書
を
は
じ
め
と
し
た
一
、〇
〇
〇
点
以
上
が
手
付
か
ず
の
ま
ま
未
登

録
の
状
態
で
あ
る
。
職
員
自
身
で
登
録
で
き
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
こ
こ

で
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
文
字
に
よ
る
壁
で
あ
っ
た
。
古
文
書
は
く
ず

し
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
学
習
を
積
ん
で
い
な
い
と
読
む
こ
と
が

で
き
な
い
。
習
得
す
る
に
は
三
～
五
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
原
因
と
な
り
、
職
員
で
は
登
録
が
で
き
ず
倉
庫

に
保
管
し
て
き
た
と
い
う
実
情
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
中
央
図
書
館
に

お
け
る
未
整
理
地
域
資
料
の
問
題
で
あ
る
。

二
　
平
成
二
三
年
度

（
一
）
神
戸
大
学
と
の
始
ま
り

　

平
成
二
三
年
九
月
五
日
に
神
戸
大
学
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
、
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
記
す
）
に
て
、「
江
戸
時

代
の
丹
波
茶

―
日
置
地
区
中
西
家
文
書
の
世
界

―
」と
題
し
、オ
ー

プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
篠
山
市
日
置
地
区
で
発
見
さ

れ
た
中
西
家
文
書
を
使
い
、
江
戸
時
代
の
丹
波
茶
に
つ
い
て
の
講
演
で

あ
っ
た
。丹
波
茶
の
歴
史
は
平
安
時
代
に
現
れ
る
ほ
ど
古
く
か
ら
あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
そ
の

場
に
い
た
神
戸
大
学
関
係
者
に
図
書
館
が
保
管
す
る
貴
重
な
郷
土
資
料

の
存
在
に
つ
い
て
持
ち
掛
け
た
。
こ
の
時
、
大
学
側
は
平
成
二
三
年
度

夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
翌
日
の
六
日
に
は

中
央
図
書
館
に
て
保
管
す
る
楽
翁
文
書
な
ど
の
現
物
確
認
を
行
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
こ
か
ら
、
ま
ず
未
整
理
地
域
資
料
の
問
題
は
図

書
館
、
大
学
の
連
携
に
よ
り
解
決
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

（
二
）
次
年
度
に
向
け
て
講
座
開
催
決
定

　

そ
の
後
、
平
成
二
三
年
一
一
月
二
二
日
及
び
平
成
二
四
年
三
月
一
三

日
に
神
戸
大
学
に
て
、
大
学
関
係
者
及
び
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
担
当
者
と
協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、平
成
二
四
年
度
は「
ま

ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
」と「
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
篠
山
の
地
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

各
講
座
を
通
し
て
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
資
料
に
関
わ
る
方
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
も
確
認
し
合
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
大
学
に
て
現
在
調
査
中
の

中
西
家
文
書
が
一
区
切
り
し
た
段
階
で
図
書
館
に
保
管
し
、
学
術
成
果

と
合
わ
せ
た
連
携
型
の
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
提
案
さ
れ

た
。
更
に
こ
の
時
、
地
域
資
料
の
拠
点
で
あ
る
公
共
図
書
館
を
利
用
し

た
篠
山
市
史
編
纂
と
な
れ
ば
、
兵
庫
県
の
な
か
で
も
持
続
可
能
で
新
し

い
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
が
持
つ
新
た
な

可
能
性
に
つ
い
て
も
話
題
議
論
さ
れ
た
。

三
　
平
成
二
四
年
度

（
一
）
講
座
開
催

①
講
座
打
ち
合
わ
せ

　

平
成
二
四
年
六
月
二
六
日
に
中
央
図
書
館
に
て
、
神
戸
大
学
と
今
年

度
開
催
す
る
二
本
立
て
講
座
に
つ
い
て
協
議
を
持
ち
、
講
座
実
施
は
大

学
で
行
い
、広
報
や
募
集
は
中
央
図
書
館
で
行
う
役
割
分
担
を
決
め
た
。

②
古
文
書
入
門
講
座
受
講

　

古
文
書
を
扱
う
以
上
は
古
文
書
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
篠
山
市
中
央

公
民
館
で
は
古
文
書
入
門
講
座
が
月
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

講
座
は
旧
篠
山
町
時
代
か
ら
二
〇
年
以
上
続
く
定
員
五
〇
人
の
講
座
で

あ
る
。
幸
い
図
書
館
の
休
館
日
が
月
曜
日
で
あ
る
た
め
、
個
人
参
加
と

し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
分
か
っ
た
こ
と
は
、
初
心
者
に
と
っ

て
古
文
書
解
読
は
難
解
な
こ
と
、人
権
意
識
を
持
つ
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
経
験
が
古
文
書
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
広
報
活
動
な
ど
に
も
役
立
っ
て
い
っ
た
。

③
広
報
活
動

　

四
つ
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
。
第
一
に
、
広
報
紙
「
丹
波
篠
山
」
に

各
講
座
開
催
時
期
に
合
わ
せ
て
受
講
者
募
集
を
掲
載
し
た
。
第
二
に
、

中
央
図
書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
各
講
座
開
催
時

期
に
合
わ
せ
て
募
集
ち
ら
し
を
配
置
し
た
。
第
三
に
、「
古
文
書
入
門

講
座
」
と
古
文
書
サ
ー
ク
ル
「
古
文
書
の
会
」
に
て
、
こ
れ
か
ら
図
書

館
が
取
り
組
む
未
整
理
地
域
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
事
業
説
明
を
行
っ
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た
。
併
せ
て
、
今
年
度
実
施
す
る
二
本
立
て
講
座
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
参
加
者
を
募
っ
た
。
第
四
に
、
平
成
二
四
年
一
一
月
一
〇
日
に
神

戸
新
聞
に
て
、「
貴
重
な
古
文
書
次
世
代
へ

―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
着

手

―
」
と
題
し
、
新
た
な
図
書
館
の
取
り
組
み
と
各
講
座
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

④
ま
ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
開
催

　

平
成
二
四
年
一
二
月
一
日
～
二
日
に
か
け
中
央
図
書
館
に
て
、「
ま

ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
」
を
開
催
し
た
。
近
年
各
地
で
、

地
域
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
、
住
民
自
身

の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
座
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
関
心

を
持
つ
市
民
に
向
け
て
、
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
の
活
用
方
法
や
見
方

を
学
ぶ
講
座
で
あ
る
。
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
講
師
陣
に
よ

り
、
地
域
歴
史
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り
、
歴
史
資
料
取
り
扱
い
の
基
礎
、

地
域
歴
史
遺
産
活
用
事
例
の
紹
介
、
災
害
か
ら
地
域
資
料
を
守
る
、
地

域
の
歴
史
の
見
方
（
近
代
・
古
代
・
中
世
・
近
世
）
に
つ
い
て
講
義
が

行
わ
れ
た
。
受
講
者
二
五
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
特
に
好
評
を

得
た
の
は
「
篠
山
に
関
す
る
話
題
は
身
近
な
も
の
と
し
て
興
味
深
く
聴

け
た
」、「
災
害
資
料
に
対
す
る
応
急
措
置
の
実
技
指
導
は
為
に
な
っ
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
文
書
カ
ー
ド
作
成
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
内
容
と
し
た
。

⑤
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

　

平
成
二
五
年
二
月
二
三
日
～
二
四
日
に
か
け
中
央
図
書
館
に
て
、「
地

域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

平
成
二
五
年
度
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
活
動
を
想
定
し
た
実

践
的
内
容
と
し
た
。
講
義
内
容
は
、
古
文
書
整
理
五
つ
の
原
則
、
整
理

の
手
順
、
文
書
カ
ー
ド
の
作
成
、
目
録
の
作
成
、
古
文
書
解
読
の
基
礎

を
柱
立
て
と
し
た
。
特
に
、
文
書
カ
ー
ド
作
成
に
は
大
幅
な
時
間
を
割

り
当
て
、
図
書
館
が
保
管
す
る
古
文
書
を
演
習
課
題
と
し
、
実
践
さ
な

が
ら
の
演
習
と
実
技
指
導
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、「
地

域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
に
お
け
る
実
際
の
作
業
が
体
験
で
き
た

の
で
、
具
体
的
に
何
を
す
る
の
か
よ
く
分
か
っ
た
」、「
有
意
義
な
楽
し

い
時
間
だ
っ
た
」
な
ど
好
評
を
得
た
。
参
加
者
一
七
名
の
う
ち
、「
ま

ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
」
の
受
講
者
も
多
く
い
た
。

　

こ
の
時
の
様
子
は
平
成
二
四
年
二
月
二
四
日
に
神
戸
新
聞
に
て
、「
歴

史
資
料
の
整
理
重
要

―
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
講

―
」と
題
し
、

講
座
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
で
は
「
過
疎
化
な
ど
で
地
域
文

化
を
継
承
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
資
料
の
散
逸
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
上
で
、「
地
域
の
歴
史
資
料
を
整
理
し
て

守
る
意
義
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
二
）「
中
西
家
文
書
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る
覚
書
」
締
結

①
神
戸
大
学
中
西
家
文
書
概
要
調
査

　

中
西
家
文
書
と
は
、
篠
山
市
日
置
地
区
に
て
中
西
家
旧
家
宅
工
事
中
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に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
、
総
概
数
五
、〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
地
域
資
料
で

あ
る
。
神
戸
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
三
回
、
中
西
家
文
書
概
要
調
査
を

実
施
し
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
と
平
成
二
三
年
五
月
一
七
日
は
現

地
に
て
調
査
を
行
い
、
平
成
二
四
年
二
月
三
日
に
は
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
中
性
紙
保
存
箱
へ
の
詰
め
替
え
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
各
三
回
の
概
要
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
書
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
大
学
研
究
室
に
お
い
て
も
中
西
家
文
書
の
う

ち
、
古
文
書
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
撮
影
や
そ
の
簡
易
製
本
を
終
え
て
い

る
。

②
夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿

　

中
西
家
文
書
は
、
生
き
た
教
材
と
し
て
大
学
教
育
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
中
西
家
文
書
概
要
調
査
を
契
機
に
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
毎
年
、

篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、
夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿
で
あ
る
。
大
学
教
員
学
生
約
四
〇
名
が

古
文
書
解
読
や
目
録
カ
ー
ド
作
成
に
挑
み
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
三
年

間
が
経
っ
た
現
在
で
は
、
目
録
カ
ー
ド
作
成
な
ど
約
二
割
を
終
え
て
い

る
。

③
連
携
型
活
用
方
策
を
定
め
た
覚
書
締
結

　

平
成
二
五
年
三
月
二
六
日
に
「
中
西
家
文
書
の
調
査
・
研
究
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。
中
西
家
文
書
を
調
査
し
て
い
た
神
戸
大
学
で

は
、
第
一
に
、
平
成
二
四
年
度
で
中
西
家
文
書
概
要
調
査
が
一
区
切
り

す
る
た
め
、
第
二
に
、
今
後
も
夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿
を
継
続
実
施

す
る
た
め
、
保
管
設
備
を
有
す
る
適
切
な
場
所
を
必
要
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
図
書
館
は
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
倉
庫

を
保
管
場
所
と
し
て
協
力
提
供
す
る
こ
と
を
決
め
、
平
成
二
五
年
三
月

二
六
日
に
神
戸
大
学
は
中
西
家
文
書
を
搬
入
し
た
。
今
後
、
更
な
る
中

西
家
文
書
調
査
や
夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿
に
て
得
ら
れ
た
解
明
成
果

は
、
図
書
館
に
情
報
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
大
学
と
図
書
館
が
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
中
西
家
文
書
の

調
査
研
究
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

四
　
平
成
二
五
年
度

（
一
）
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

　

平
成
二
五
年
六
月
二
日
に
中
央
図
書
館
に
て
、
昨
年
度
二
月
に
実
施

し
た
「
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
再
度
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
再
受
講
希
望
者
が
い
た
こ
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
活
動
を
目

前
に
更
な
る
実
践
を
積
む
こ
と
、
新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
希
望
者
を
開
拓
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
受
講
者
九
名
の
う
ち
、
全
三
講

座
受
講
者
は
数
名
い
た
。

（
二
）
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
と
活
動

　

こ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
地
域
歴
史
遺
産
活
用
講
座
」
の
効
果
が
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表
れ
始
め
た
。
つ
ま
り
、
先
述
二
（
一
）
の
図
書
館
、
大
学
の
連
携
か

ら
図
書
館
、
大
学
、
地
域
の
連
携
へ
と
発
展
し
、「
地
域
の
歴
史
遺
産

を
活
用
し
た
市
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
形
成
さ
れ
た
。

　

平
成
二
五
年
六
月
八
日
に
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
を
結
成
し
、

第
一
回
活
動
を
行
っ
た
（
写
真
①
）。
メ
ン
バ
ー
は
一
三
名
で
、
か
つ

て
町
史
編
纂
資
料
整
理
に
携
わ
っ
た
方
や
中
央
図
書
館
で
活
動
す
る

「
古
文
書
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
い
る
。
活
動
は
六
月
か
ら
一
二

月
ま
で
（
八
月
を
除
く
）
中
央
図
書
館
で
月
一
回
三
時
間
行
い
、
神
戸

大
学
に
指
導
を
仰
い
だ
。
活
動
目
標
と
し
て
、
楽
翁
文
書
全
巻
目
録
作

成
を
掲
げ
た
。
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
こ
の
楽
翁
文
書
は
、
郷
土

史
家
奥
田
楽
々
斎
氏
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
篠
山
地
域
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
重
要
な
地
域
資
料
で
あ
る
。
第

二
に
、
篠
山
の
歴
史
に
関
わ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
（
調
査
相
談
業
務
）
は
、
こ
の

楽
翁
文
書
を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。
そ
れ
だ
け
利
用
頻
度
が
高

く
、
館
内
閲
覧
希
望
者
も
多
い
。
第
三

に
、
単
な
る
楽
翁
文
書
リ
ス
ト
が
あ
る

の
み
で
、内
容
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
楽
翁
文
書
か
ら
着
手
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
活
動
上
の
注
意

事
項
と
し
て
、
地
域
住
民
が
地
域
資
料

を
扱
う
た
め
知
り
得
た
情
報
は
厳
重
に
扱
う
よ
う
お
願
い
し
た
。

　

第
一
回
活
動
か
ら
予
想
を
超
え
る
目
録
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
第
一
に
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
養

成
講
座
を
通
過
し
た
方
に
限
っ
た
た
め
、
明
確
な
意
志
を
持
っ
た
サ

ポ
ー
タ
ー
が
結
集
し
た
こ
と
。
第
三
に
、
実
際
の
活
動
を
想
定
し
た
演

習
を
講
座
で
繰
り
返
し
行
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
急

遽
、
大
学
か
ら
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
一
名
を
増
員
し
、
第
二
回
活
動
か

ら
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
二
名
で
資
料
整
理
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
も
作
成
さ
れ
た
目
録
カ
ー
ド
を
全
て
デ
ー
タ
入
力
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
滞
っ
た
状
況
を
み
て
、個
人
の
時
間
を
さ
い
て
、

作
成
さ
れ
た
目
録
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
入
力
を
買
っ
て
出
る
方
が
現
れ
た

の
で
進
捗
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
協
力
が
一
二
月
ま
で
続
い
た
結
果
、
楽

翁
文
書
全
五
四
巻
、
分
冊
に
す
る
と
約
四
〇
〇
冊
の
目
録
カ
ー
ド
作
成

と
デ
ー
タ
化
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
早
速
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
使
え
る
郷
土
資
料
目
録
と
し
て
編
集
し
、
有
効
に

活
用
し
て
い
る
。
更
に
内
容
を
充
実
精
査
し
た
上
で
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
に
導
入
す
る
。

（
三
）
広
報
紙
「
丹
波
篠
山
」
で
活
動
紹
介

　

広
報
紙
「
丹
波
篠
山
」
平
成
二
五
年
一
一
月
号
に
お
い
て
、
図
書
館

が
推
進
す
る
地
域
歴
史
遺
産
を
守
る
取
り
組
み
全
般
に
つ
い
て
特
集
を

組
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

地域資料整理サポーター結成と活動（写真①）
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や
修
繕
な
ど
も
紹
介
し
た
。
こ
の
中
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
に
つ
い
て

掲
載
し
、
図
書
館
、
大
学
、
地
域
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
共
に
活
動
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
を
本
線
と
す
る
点
を
強

調
し
た
。
ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー
の
思
い
も
コ
メ
ン
ト
と
し
て
掲
載
し
た
。

こ
の
特
集
掲
載
に
よ
り
、
活
動
に
お
い
て
地
域
歴
史
遺
産
を
守
る
機
運

が
更
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

（
四
）「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」
で
活
動
紹
介

　

広
報
紙
に
よ
る
活
動
紹
介
に
加
え
、
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
な
活
動
紹
介

を
展
開
し
た
。
平
成
二
五
年
一
二
月
四
日
～
一
五
日
に
か
け
中
央
図
書

館
に
て
「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
図
書
館
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
朗
読
体
験
の
ほ
か
、
中
央
図

書
館
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
な
ど
を
実
施
し

た
。
こ
の
中
で
、
見
学
を
可
能
と
す
る
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
を
行
っ
た
。
普
段
は
閉
ざ
さ
れ
た
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
活
動
し
て
い
る

た
め
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
ド
ア
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
ま
ま
活
動
を
行
い
気
軽
に
見
学

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

（
五
）
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
活
動
報
告
発
表

　

平
成
二
六
年
一
月
二
五
日
に
丹
波
広
域
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
篠
山

市
大
沢
）
に
て
、
第
八
回
篠
山
市
神
戸
大
学
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
中
央
図
書
館
は
「
地
域
資
料
整
理
サ
ポ
ー
タ
ー

結
成
と
活
動
」
と
題
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
結
成
と
活
動
の
ほ
か
、
活
動
室

開
設
や
自
主
的
活
動
開
始
、今
後
の
展
開
な
ど
の
報
告
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
時
の
様
子
は
、
翌
日
の
平
成
二
六
年
一
月
二
六
日
に
神
戸
新
聞
に

て
紹
介
さ
れ
た
。

（
六
）
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
室
開
設
と
自
主
的
活
動
開
始

　

平
成
二
六
年
二
月
九
日
に
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
室
開
設
と
自
主
的
活
動

を
開
始
し
た
（
写
真
②
）。
こ
こ
か
ら
、
先
述
四
（
二
）
の
市
民
参
加

型
か
ら
「
地
域
の
歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
成
長
を
遂
げ
て
い
く
。

　

こ
れ
に
は
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
域
資
料
整

理
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
五
回
目
の
出

来
事
で
、
急
遽
、
神
戸
大
学
不
在

の
中
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
予
想
通
り
活
動
開
始
か
ら
し

ば
ら
く
す
る
と
、
目
録
カ
ー
ド
の

作
成
が
進
ま
な
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
活
動
内
容
を
変
更
し
、
館
内

の
未
整
理
地
域
資
料
を
保
管
す
る

場
所
を
案
内
し
て
周
っ
た
。
続
け

て
、
来
年
度
開
設
に
向
け
て
準
備

活動室開設と自主的活動開始（写真②）
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中
の
倉
庫
を
利
用
し
た
活
動
室
も
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う

の
は
長
ら
く
こ
こ
に
、
耐
震
補
強
工
事
の
た
め
兵
庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高

等
学
校
が
保
管
す
る
青
山
文
庫
を
仮
置
き
し
て
い
た
が
、
工
事
終
了
に

あ
た
り
直
前
に
撤
収
さ
れ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

貴
重
な
未
整
理
地
域
資
料
と
活
動
室
の
お
披
露
目
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
関
し
て
様
々
な
話
題
が
交
わ
さ
れ
る
中
、
中
央
図
書
館
と
し

て
は
時
期
を
み
て
活
動
室
に
多
数
保
管
さ
れ
て
い
る
未
登
録
の
旧
丹
南

町
史
編
纂
資
料
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
え

た
。
こ
の
出
来
事
を
境
に
し
て
、一
気
に
自
主
的
活
動
へ
動
き
出
し
た
。

　

平
成
二
五
年
一
二
月
一
四
日
に
六
回
目
最
終
活
動
に
お
い
て
、
中
央

図
書
館
か
ら
、
第
一
に
、
来
年
度
を
待
た
ず
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
室

を
開
設
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
活
動
室
で
自
主
的
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
、
第
三
に
、
将
来
起
き
る
篠
山
市
史
編
纂
事
業
を
見
据
え
、
私

た
ち
作
業
チ
ー
ム
と
し
て
、
こ
の
目
録
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
発
表
し
た
。
調
整
の
上
、
第
一
回
自
主
的
活
動
は
平
成
二
六
年
二
月

九
日
と
決
め
た
。
そ
こ
で
、
急
遽
、
庁
舎
に
て
未
使
用
に
な
っ
て
い
る

長
机
や
椅
子
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を
寄
せ
集
め
、

自
主
的
活
動
が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。

　

平
成
二
六
年
二
月
九
日
に
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
室
に
て
、
第
一
回
自
主

的
活
動
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
学
に
指
導
を
受

け
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
主
的
に
図
書
館
の
整
理

作
業
に
当
た
っ
て
い
く
新
し
い
局
面
に
入
っ
た
。
第
一
回
目
は
進
め
方

な
ど
を
決
め
る
た
め
、
神
戸
大
学
の
助
言
の
も
と
活
動
を
行
っ
た
。
自

主
的
活
動
は
、
水
曜
日
と
日
曜
日
と
し
、
全
体
で
の
活
動
を
月
一
回
設

け
た
。
ま
た
、
活
動
日
誌
へ
の
記
録
や
目
録
カ
ー
ド
作
成
後
の
処
理
な

ど
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
た
。
こ
の
日
以
降
、
活
動
室
で
は
サ
ポ
ー

タ
ー
が
自
主
的
に
目
録
カ
ー
ド
作
成
や
エ
ク
セ
ル
入
力
を
進
め
て
い

る
。

五
　
神
戸
大
学
全
学
協
定
と
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
ション
の
効
果

　

神
戸
大
学
と
篠
山
市
の
歴
史
は
古
い
。
昭
和
二
四
年
か
ら
昭
和
四
二

年
ま
で
篠
山
市
に
は
、
神
戸
大
学
農
学
部
の
前
身
で
あ
る
兵
庫
県
立
農

科
大
学
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
地
域
と
共
に
特
産
品
の
研
究
開
発

が
行
わ
れ
、
現
在
、
黒
大
豆
や
山
の
芋
な
ど
の
〝
丹
波
篠
山
〟
ブ
ラ
ン

ド
化
の
成
功
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
学
は
篠
山
を
離
れ
た
が
、

当
時
の
地
域
に
密
着
し
た
関
係
を
新
た
に
紡
ぎ
直
す
機
運
が
高
ま
っ
て

き
た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
平
成
一
八
年
一
一
月
一
〇
日
に
多
く
の

関
係
者
参
加
の
も
と
「
神
戸
大
学
農
学
研
究
科
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
九
年
四
月

五
日
に
神
戸
大
学
は
生
き
た
実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
を
求
め
、
篠
山
市
は
地

域
課
題
解
決
・
地
域
活
性
化
を
求
め
る
内
容
の
「
神
戸
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
と
篠
山
市
と
の
地
域
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
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し
た
。
更
に
、
こ
の
農
学
研
究
科
協
定
を
拡
大
し
、
平
成
二
二
年
八
月

三
〇
日
に
は
全
学
協
定
で
あ
る
「
篠
山
市
と
国
立
大
学
法
人
神
戸
大
学

と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
多

く
の
分
野
で
地
域
連
携
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
に
、「
神
戸
大
学
篠

山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
改
称
し
た
。
こ
の
篠
山
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
神
戸
大
学
地
域
連
携
研
究
員
が
常
駐
す
る
地
域

連
携
拠
点
施
設
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
地
域
課
題
の
相
談
窓
口
と
大
学

全
学
部
と
の
関
わ
り
を
併
せ
持
ち
、
効
果
的
な
相
互
展
開
が
始
ま
る
起

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

図
書
館
と
し
て
も
、
未
整
理
地
域
資
料
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
や

打
ち
合
わ
せ
で
使
用
し
た
ほ
か
、
先
述
三
（
二
）
①
・
②
の
と
お
り
、

神
戸
大
学
中
西
家
文
書
概
要
調
査
や
夏
期
篠
山
市
古
文
書
合
宿
に
お
い

て
も
、
関
わ
り
が
あ
る
場
所
で
あ
る
。
更
に
、
未
整
理
地
域
資
料
の
問

題
が
解
決
に
向
か
う
契
機
に
な
っ
た
神
戸
大
学
と
の
始
ま
り
は
、
先
述

二
（
一
）
の
と
お
り
、
こ
の
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
こ
と
と
し

て
、篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、『LIN

K

』
四
号
（
二
〇
一
二
）

掲
載
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
リ
ポ
ー
ト
「
篠
山
に
学
び
の
場
を
再
興
す
る

―
神
戸
大
学
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

―
」
に
お

い
て
、「
一
番
の
仕
事
は
、
地
域
に
関
わ
り
た
い
／
大
学
に
関
わ
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
方
と
出
会
い
、
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
お
り
、「
出
会
い
、
つ
な
ぐ
こ
と
」
を
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
重
要
な
役
割
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
図
書

館
に
お
け
る
地
域
連
携
も
誕
生
し
た
。
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
冒
頭
か
ら

述
べ
て
き
た
こ
と
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
、
神
戸
大
学
全
学
協
定
と
篠

山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

地
域
資
料
は
、
篠
山
の
歴
史
や
文
化
、
先
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
今
に

伝
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
近
年
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
の
劣
化
や
散

逸
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

地
域
の
歴
史
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
資
料
は
、
こ
の
ま
ち
に

住
む
私
た
ち
で
守
り
活
用
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
世
代

へ
と
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
と
も
神
戸
大
学
と
連
携
を
強
め
、
図
書
館
に
お
け
る
地
域
資
料

の
整
理
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来
起
こ
る
篠
山
市
史
編
纂
事

業
の
備
え
と
し
た
考
え
方
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
活
発
に
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
私
た
ち
の
活
動
が
、
市
内
全
域
に
点
在
し
眠

る
地
域
歴
史
遺
産
の
掘
り
起
こ
し
や
再
認
識
の
き
っ
か
け
作
り
に
な
れ

ば
と
も
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、神
戸
大
学
に
は
三
年
前
の
始
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

篠
山
市
立
中
央
図
書
館
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
、
神
戸
大
学
関
係
者
全
員
に
深
く
敬

意
と
感
謝
を
表
す
る
。




